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(54)【発明の名称】 生命に関するパラメータを測定するための方法とデバイス

(57)【要約】
この発明はヒトの生命に関するパラメータを測定するた
めの方法に係り、この生命に関するパラメータは非侵襲
的な方法によって測定されて記録される。生命に関する
パラメータであって測定されたもの及び／又は生命に関
するパラメータのデータ処理からのデータが長期間、す
なわち数日以上、数週、数ヶ月及び／又は数年にわたっ
てヒトの休息相の間に定期的に記録される。この発明は
さらに生命に関するパラメータを測定するための対応が
とれているデバイスに関する。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  ヒトの生命に関するパラメータを測定する方法であって、該

生命に関するパラメータは非侵襲的なやり方で測定され（１８）かつ記録され、

該測定された生命に関するパラメータと生命に関するパラメータのデータ処理か

ら得られたデータの両方もしくはその一方がヒトの休息期間中に、とくに睡眠中

に長期間にわたって規則的に記録されることを特徴とする方法。

    【請求項２】  生命に関するパラメータとして、呼吸数、心拍数、体温及び

電気的な身体信号のうちの少くとも一つが測定されることを特徴とする請求項１

記載の方法。

    【請求項３】  前記データ処理は、スペクトラム変換である、フーリエ変換

（２０）、ヒルベルト変換（２１）もしくはラプラス変換、または完全な関数に

基づいた変換を含んでいることを特徴とする請求項１または２記載の方法。

    【請求項４】前記データ処理は、前記変換から得られたデータの分類（２２

）を含んでいることを特徴とする請求項３記載の方法。

    【請求項５】  前記データ処理は、生命に関するパラメータ、とりわけ心拍

数についての標準偏差もしくは分散の計算を含むことを特徴とする請求項１ない

し４のいずれか１項記載の方法。

    【請求項６】  所定の限界値もしくは前記データ処理から得られた限界値に

到達するか、それを越えるときには、とりわけ心拍数についての標準偏差もしく

は分割が該制限値を越えるときに警報信号が生成されることを特徴とする請求項

１ないし５のいずれか１項に記載の方法。

    【請求項７】  前記測定された生命に関するパラメータ及び得られたデータ

の両方もしくはその一方が複数のヒトについての特定のデータを記録保存するデ

ータバンク（１６）を備えた中央データバンク（１６）に向けて送られることを

特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項記載の方法。

    【請求項８】  前記中央データバンク（１６）がいく人かのヒトの記録保存

したデータを相互に処理することを特徴とする請求項７記載の方法。

    【請求項９】  ヒトについての生命に関するパラメータを測定するためのデ

バイスであって、該生命に関するパラメータの非侵襲的測定用の少くとも一つの
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センサ（１２）と、該測定された生命に関するパラメータ及びデータ処理から得

られたデータの両方もしくはその一方を記憶するためのメモリストレージとを備

えており、該メモリストレージは該測定された生命に関するパラメータ及び該得

られたデータの両方もしくはその一方が長時間期間にわたって記録されて、必要

時に検索されるようにできることを特徴とするデバイス。

    【請求項１０】  前記センサはマットレスの上と中との両方もしくはその一

方に配置されていることを特徴とする請求項９記載のデバイス。

    【請求項１１】  前記測定された生命に関するパラメータを処理するデータ

処理ユニット（１４）を備えていることを特徴とする請求項９または１０記載の

デバイス。

    【請求項１２】  測定された生命に関するパラメータもしくは得られたデー

タの該データ処理から中央データバンク（１６）へ向けた送信用及びデータ受信

用の両方もしくはその一方のためのデータ伝送デバイス、とりわけ該中央データ

バンク（１６）により用意された警報信号及びソフトウェア更新の両方もしくは

その一方を送信または受信する伝送デバイスを備えていることを特徴とする請求

項９ないし１１のいずれか１項記載のデバイス。

    【請求項１３】  前記センサ（１２）は温度センサ、圧力センサ、音響セン

サとりわけマイクロフォンの少くともいずれか一つを有していることを特徴とす

る請求項９ないし１２のいずれか１項記載のデバイス。

    【請求項１４】  前記データ処理ユニットは該マットレス（１０）の領域内

に置かれるようにでき、とくに該マットレス（１０）と関係しているベッド脇の

テーブル領域に置かれるようにできて、警報用時計を有していることを特徴とす

る請求項９ないし１３のいずれか１項記載のデバイス。

    【請求項１５】  請求項１ないし８のいずれか１項記載の方法を実施するた

めの請求項９ないし１４のいずれか１項記載のデバイス。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

    発明の属する技術分野

  この発明はヒトの生命に関するパラメータを測定するための方法に係り、この

生命に関するパラメータは非侵襲的な（ｎｏｎ－ｉｎｖａｓｉｖｅ）方法により

測定されて記録される。さらに、この発明はヒトの生命に関するパラメータを測

定するためのデバイスにも関係していて、この生命に関するパラメータの非侵襲

的測定のための少くとも一つのセンサと、該生命に関するパラメータのデータ処

理から得られたデータ及び／又は該測定した生命に関するパラメータを記憶する

ための電子的メモリを備えている。

      【０００２】

    従来の技術

  生命についてのパラメータの非侵襲的測定は心拍（ハートビート）と呼吸との

頻度（レスピレーションフリケンシイ）、体温、もしくは例えば脳波のような電

気的な身体信号を測定するといったことですでに知られているところであり、パ

ルス測定用デバイスとか温度計のようなそれぞれに対応した測定用デバイスが使

用されるところである。既知のように、この種のデバイスは生命に関するパラメ

ータ測定を記録できる。一例はいわゆる長期間のＥＣＧ（ｅｌｅｃｔｒｏｃａｒ

ｄｉｏｇｒａｍ）測定用デバイスであって、数時間といった期間にわたり電気的

な心臓の信号を測定するために採用されている。

      【０００３】

    発明が解決しようとする課題

  既知の測定方法は不利益なことを露呈していて、それはこの方法のランダムな

サンプル特性が有意性について限定された程度しか与えないことである。

  そこでこの発明は生命に関するパラメータの取得を改良するという目的を基礎

に置いている。

        【０００４】

    課題を解決するための手段

  上記の目的は上で記述した形式の方法、すなわち測定した生命に関するパラメ
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ータ及び／又は生命に関するパラメータについてのデータ処理から取得したデー

タが、休息期間中に定期的に規則正しく記録され、とくに、数日とか、数週とか

、数ヶ月とか、数年といったいずれか、またはそのいくつかについての期間にわ

たる、という長期間について、被検体であるヒトの睡眠している間（フェーズ）

中に記録される。この目的はさらに上述した形式のデバイスによって解決される

のであり、このデバイスはデータ記憶（ストレージ）を有していて、その構成は

測定された生命に関するパラメータ及び／又は取得したデータが、また、上で概

説した時間期間で長期ペースで記録でき、しかも検索読取りし、できるものとな

っている。

      【０００５】

  こうしてこの発明は健康管理で有利に採用できる生命に関するパラメータの（

長期間にわたる）歴史的な監視を達成する。

      【０００６】

    発明の実施の形態

  応答期間中に、身体は一般に静止した安定な状態もしくは体形（身体の形質）

にある。とくに身体にはストレス要因が何も作用しないようにする。生命に関す

るパラメータを応答期間中に測定することによって、混乱させる邪魔な要因を大

幅に回避できる。発明者により測定されたパラメータは、そこで身体の形質（ｃ

ｏｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎ）にとって非常に代表的なものとなっている。

      【０００７】

  さらに安定な身体の形質というフェーズでの生命に関するパラメータについて

の本願発明者のした測定は、日、週、月、もしくは年といったコースに及ぶ、拡

張された時間期間にわたり実行されている。これは大量のデータを生命に関する

パラメータについて生じており、このような大量が統計的評価についての優れた

基礎を与えている。

      【０００８】

  測定された生命に関するパラメータは、標準偏差とか分散といった統計的な変

数に関して評価されるのがよい。この評価は健康なヒトの循環は心拍数（ｃａｒ

ｄｉａｃ  ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）における、相対的に大きな分散もしくは標準偏
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差によって特徴付けがされる。他方、分散もしくは標準偏差における落ち込み（

ドロップ）は病気を示す。例えば、心筋梗塞の僅か前には分散が零に近付き、言

い換えると個別の心拍（ｈｅａｒｔ  ｂｅａｔ）間の時間間隔が本質的に一定と

なる。このような統計的な変数である分散や標準偏差での変化は関与している人

についての身体の形質における変化についての知識を高めることができる。

      【０００９】

  別な好ましいこととして、測定されたパラメータもしくは予め処理された生命

に関するパラメータがスペクトラム変数の対象となることであり、言い換えると

、時間の範囲のものから周波数の範囲のものに変換されることである。これは生

命に関するパラメータもしくは予め処理された生命に関するパラメータの周波数

スペクトラムを生成することを可能にし、これによって得られたスペクトラムに

ついてのさらに進んだ研究を進め、それについての知見を得ることができるよう

にする。ヒトの物理的な（身体的な）形質についての別な指標がこのようなスペ

クトラム変換からとくに有利に求めることができて、オートメーションの別のサ

イクルにとって利用可能とすることができる。

      【００１０】

  記憶もしくは記録されたデータは、実時間データ処理の対象とすることができ

、あるいは、例えば一日に一度というようにまとめることができ、また臨床上の

徴候といった別の状態が発生したときに使用できる。データ処理の結果は自動的

にレポートの中で生成される。このレポートは局所的な（ローカル）なデータ処

理設備により、すなわち測定対象の被検対象のヒトの近くで、あるいは中央デー

タバンクにより生成できる。この発明によるデバイスは遠隔へのデータ伝送のた

めのデータ転送設備を好ましいものとしていて、このデータ伝送はデータをロー

カルな測定用デバイスから中央データバンクへ送るだけでなく、中央データバン

クからデータを受領することもできるものである。

      【００１１】

  中央データバンクは、測定された生命に関するパラメータもしくはそこから得

られた変数を複数のヒトについて記載記録し、支配する。このデータ交換は数多

くのヒトに関する中央での（集中した）データ管理を可能とし、とくに数多くの
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ヒトについてのデータの統計的評価から得られた知識を伴っており、他のヒトに

とってもまた有益なものであり、例えば複数のヒトについてのデータから編集さ

れた広い範囲を利用したデータベースのもつ力のもとで、一般的に有効とされる

基準変数をさらに判定することによってこの知識が得られることになる。とくに

、相互に評価されたある一人のヒトについてのデータだけでなく、他のヒトにつ

いてのデータに対しても設定ができる。これによって、我々にとっては、生命に

関するパラメータから得られた変数とか、病理学的なあるいは病理学的ではない

生命に関するパラメータについての新しい発見に到達することができるようにな

る。さらに、データ伝送デバイスは、ソフトウェア保守にとって有利に使用する

こともでき、言い換えると、ローカルな測定用設備のソフトウェアを更新するの

に有利に使用できる。

      【００１２】

    実施例

  以下、添付の図面で示された実施例に基づいてもっと詳細にこの発明の詳しい

内容と特別な特徴とを記載して行く。

      【００１３】

  図１はマットレス１０を示し、そこにはその頂部（上部）側１１に、いくつか

のセンサを有している、インサート（挿入物）１２のための窪み（リセス）があ

る。これらのセンサは圧力及び／又は温度センサ、音響センサ（マイクロフォン

のようなもの）、及び／又は電極である。これらのセンサはインサート１２の中

に配置されていて、マットレス１０上に横たわっていてヒトの生命に関するパラ

メータを非侵襲的なやり方で測定できるようにしている。これらのセンサは測定

用接続１３を経由してデータ処理ユニット１４に接続されている。測定された生

命に関するパラメータはこのデータ処理ユニットで処理される。さらに、データ

処理ユニット１４はデータ伝送デバイス１５を有していて、これにより測定され

た生命に関するパラメータ及び／又はデータ処理から得られたデータが中央デー

タバンク１６に送られるようにできる。この目的のために、データ伝送デバイス

はモデムを備えていると好都合であり、これによって中央データバンク１６へ向

けたデータリンクを、データ網、もしくは遠隔データ通信網１７、あるいは電話
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ラインを経て設定し、また逆方向の設定も可能とされる。

      【００１４】

  データ処理ユニット１４及び／又は中央データバンク１６はメモリストレージ

を有していて、測定した生命に関するパラメータ及び／又は得られたデータ用と

され、その構成もしくは組織はデータが長期間にわたって記録されて検索読出し

されるものであり、この長期間というのは複数の日、週、月及び／又は年の期間

にわたっている。この目的のために、データはとくに日付と一日のうちの時刻と

いった追加の仕様とリンクがとられていて、それにより時間的な関係が異なる生

命に関するパラメータについての日付に対して作られるようにしている。このこ

とはメモリストレージがデータの対応する量を管理するのに十分大きな容量を有

することを求めている。

      【００１５】

  さらに、データ処理ユニット１４及び／又は中央データバンク１６はいくつか

のコンピュータもしくはマイクロプロセッサを有していて、これが統計的計算量

である平均値、標準偏差、もしくは分散といったものを算出し、またスペクトラ

ム変換を実施することができるものとなっている。とくに、データ処理ユニット

１４もしくは中央データバンクはＦＦＴ解析器として知られているもの、すなわ

ちフーリエ変換を実施するための手段を有していて、フーリエ変換は、いわゆる

高速フーリエ変換（ＦＦＴ）のような、離散的なフーリエ変換（ＤＦＴ）である

のがよく、または他のスペクトラム変換を実行するための別なデバイスである。

例えば、このようなデバイスはいわゆるラプラス変換（ＬＴ）とか、ヒルベルト

変換（ＨＴ）とか、あるいは完全な関数（ｃｏｍｐｌｅｔｅ  ｆｕｎｃｔｉｏｎ

）に基づいた他の変換のようなスペクトラム変換を実施するのに使用できるもの

とする。

      【００１６】

  データ処理ユニット１４はまた動作用ユニットを有していて、例えばこれがベ

ッドの脇のテーブル上に置けるようになっている。好都合な展開では、この動作

用ユニットがいずれの場合にもベッド脇のテーブル上に一般に置かれている警報

時計に接続されている。これはとくに次の点で好都合である。すなわち測定また
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は計算されたデータが対応している日付と一日のうちの時刻と一緒に記憶できる

という点である。

      【００１７】

  図２は実施されたデータ処理のブロック図を示す。第一のブロック１８では、

生命に関するパラメータが測定もしくは収集される。この目的のために、複数の

入力ポート１９が用意されている。これらの入力ポート１９では、インサート１

２の中に含まれているセンサによって測定が行なわれ、とくに、圧力、温度及び

／又は音響及び／または電気信号レベル（訳者注：圧力、温度、音響及び電気の

信号レベルのうちの少くとも一つもしくはこれらの任意の組合せの意）に関する

測定が行なわれる。このようにして第一のブロック１８から収集された未処理の

（生の）データがそこで第二のブロック２０、第三のブロック２１、もしくは別

のブロック内での別のデータ処理を受ける。第二のブロック２０はフーリエ変換

（ＦＴ）を実施するためのブロックとして構成され、また第三のブロックはヒル

ベルト変換（ＨＴ）を実施するために構成されている。第一のブロック１８によ

り収集された信号は、こうして完全な関数に基づいた状態空間内で示されるよう

にできる。第四のブロック２２は第二、第三、もしくは別なブロックの出力信号

の分類を実行し、その際、好ましいのは第五のブロック２３によって表示されて

いるようなニューラル網アルゴリズムの支援とともに、第五のブロック２３から

第四のブロック２２へ向けたフィードバック２４を伴うものであるのがよい。第

四のブロック２２の分類の結果は、さらに、第六のブロック２５内でいわゆる一

次成分解析（Ｐｒｉｍａｒｙ  Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ  Ａｎａｌｙｓｉｓ，ＰＣＡ

）によって処理される。

      【００１８】

  このやり方で処理されたデータ、もしくはデータ処理の結果は、機械で作った

レポートの形式で操作員（オペレータ）によって定期的に検索読出しがされる。

これによって観察されているヒトの形質についての情報とともに、身体の状態の

改善または劣化といった何らかのトレンドについてとくに情報が用意される。こ

の目的にとって本質的なことは、莫大なデータバンクもしくはデータプールで拡

がっている時間期間にわたりデータを集めて、それらを統計的に評価することで
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ある。ある種のデータバンクもしくは中央データプールはまた、データが遠隔の

場所から第三者によって評価できるという利点を提供してもいる。加えて、前記

のデータ伝送により、データ処理ユニット１４で実行されているソフトウェアを

更新し保守することが広域データベースがデータ処理アルゴリズムを改良するよ

うにするや否や直ちに可能となる。

      【００１９】

    発明の効果

  ここで記述した方法とデバイスとは利点として、ヒトの形質が連続してしかも

自動的に、拡がっている時間期間にわたり、関与しているヒトに対して障害を与

えたり損傷を与えたりすることなく、監視できることとなっている。とくに、休

息のフェーズにある、とりわけ夜間に生命に関するパラメータを測定することは

、測定がいずれの人物にとっても全く時間を取上げるということをしていない。

さらに、観測下に置かれたヒトは測定が行なわれていることを感じないのであり

、その理由は測定が非侵襲的方法で行なわれ、とくに関与しているセンサへの直

接的な接触がないことによる。

      【００２０】

  さらに記述したデバイスは、前もって決めたかあるいはデータ処理から得られ

た限界値に到達したかあるいはそれを越えたときには、警報信号を発生すること

の可能性を提供している。この警報信号は観測下にあるヒトに対して示されるも

ので、そのヒトの健康状態が劣化していることを示す。この監視と警報プロセス

（過程）とは完全に自動的に行なわれ医者や医療要員の当座の援助を要しない。

これに代って、警報の発生は測定した生命に関するパラメータの統計的評価に基

づいており、とくに心拍数の標準偏差とか分散に基づいている。これが意味する

ところは、この標準偏差もしくは分散が低下してある限界を下まわると、警報信

号がデータ処理ユニット１４もしくは中央データバンク１６により生成されるこ

とである。好ましいのは、しかしながらほんの僅かな期間だけ限界値を越えても

警報が生成されないことである。むしろ、警報の音の発生が履歴的な情況の中に

勘案されて、言い換えるとトレンドが調べられて、措置とか特定の診断をするこ

とについて関係する段階がとられるように干渉が行なわれるようにする。
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      【００２１】

  全体として見ると、この発明では、生命に関するパラメータの非侵襲的な測定

と、その長期間の記録との組合せがされ、この組合せが追加の評価を可能として

観察下にあるヒトの形質（コンスティチューション）についての情報を生み出し

ている。この目的のために、測定された変数は、とくに統計的な評価の対象とさ

れ、この評価は標準偏差もしくは分散を計算された平均値から算出するようなこ

とである。加えて、測定され、あるいは処理された生命に関するパラメータにつ

いて、ここで論じたスペクトラム変数は追加の情報が得られたデータから取得さ

れるようにできるようにしている。総括すると、この発明によって健康上のケア

が履歴的な応用を含む、生命に関するパラメータについての収集を介して著しく

改善がされるようになっている。

【図面の簡単な説明】

    【図１】

  測定用デバイスを備えたマットレスの主な構造を示す側面図。

    【図２】

  測定した生命に関するパラメータのデータ処理を示すブロック図。

【図１】
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【図２】
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【国際調査報告】
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